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研究成果概要 
 
本研究では、全天監視高精度宇宙線望遠鏡（Ashra）の特性改善を実証するために試作

したイメージセンサーの特性評価を行うために、測定環境の整備とワークベンチの開発

を行った。図１に本研究で開発した被測定用の LSI を設置するためのプリント基板を示

す。LSI の交換が効率良くできるように半田付けではなく、ソケットタイプのジグを採

用した。また、配線ケーブルにはノイズを低減するために超極細同軸ケーブルを用いた。

また、図２には、改良型イメージセンサーのレイアウト図を示す。この LSI は ROHM 社

0.18μｍプロセスで設計され、ＶＤＥＣ（東京大学大規模集積システム設計教育研究セ

ンター）を通して試作が依頼されている。シミュレーションでは応答時間を約 7ns 短く

することが確認できた。 
 

  

図１ プリント基板       図２ 設計された LSI レイアウト 
 
 以上の通り、新試作 LSI の測定準備は整った。平成２２年７月に試作 LSI が完成する

ため、その到着後に本研究で整えた測定環境で測定を開始する予定である。 
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